
 

 

 

妊娠
にんしん

したときや、 赤
あか

ちゃんが生
う

まれたとき、 子
こ

どもを育
そだ

てるときに わからないときや、 困
こま

ったとき

は、 いろいろなことを 市
し

役所
やくしょ

で 聞
き

くことができます。 お金
かね

の ことも 相談
そうだん

することが できます。 

 

●子
こ

どもが 生
う

まれる まえに すること      

１．妊 娠 届
にんしんとどけ

（おなかに 赤
あか

ちゃんが できたことを 市
し

役所
やくしょ

に 知
し

らせること） 

妊娠
にんしん

したときは、 市
し

役
やく

所
しょ

に 妊 娠 届
にんしんとどけ

を 出
だ

します。 市役所
しやくしょ

で 「＊親子
おやこ

(母子
ぼ し

)健 康
けんこう

手帳
てちょう

」を も

らいます。 ほかに、 「＊妊婦健康診査
にんぷけんこうしんさ

補助券
ほじょけん

受 診 票
じゅしんひょう

」、 「＊新生児
しんせいじ

聴 覚
ちょうかく

検査
けんさ

受 診 票
じゅしんひょう

」、「＊

産婦健康診査
さんぷけんこうしんさ

受 診 票
じゅしんひょう

」、 「＊ 出 生
しゅっしょう

連 絡 票
れんらくひょう

」、 「＊マタニティ
ま た に て ぃ

教 室
きょうしつ

案内
あんない

」を もらいます。  
 

＊親子
おやこ

(母子
ぼ し

)健 康
けんこう

手帳
てちょう

：お母
かあ

さんと 子
こ

どもの 体
からだ

 のこと、 子
こ

どもが 生
う

まれたときのこと、 

健康診査
けんこうしんさ

の 結果
けっか

や 予
よ

防
ぼう

注 射
ちゅうしゃ

など 子
こ

どものことを 書
か

きます。 
 

＊妊婦健康診査
にんぷけんこうしんさ

受 診 票
じゅしんひょう

： 病
びょう

院
いん

で お母
かあ

さんと 赤
あか

ちゃんが 元
げん

気
き

かどうかを 調
しら

べます。 病
びょう

院
いん

で 

使
つか

います。 検査
けんさ

は、 １４回
かい

 します。 

＊新生児
しんせいじ

聴 覚
ちょうかく

検査
けんさ

受 診 票
じゅしんひょう

：赤
あか

ちゃんの 耳
みみ

が 聞
き

こえるかを 病 院
びょういん

で 調
しら

べます。 病 院
びょういん

で使
つか

い

ます。 
 

＊産婦健康診査
さんぷけんこうしんさ

受 診 票
じゅしんひょう

：赤
あか

ちゃんが 生
う

まれたあと、 お母
かあ

さんと 赤
あか

ちゃんの 体
からだ

が 元
げん

気
き

かどうか

を  

調
しら

べます。 病
びょう

院
いん

で使
つか

います。 検査
けんさ

は、 ２回
かい

 します。 
 

＊ 出
しゅっ

生
しょう

連
れん

絡
らく

票
ひょう

：赤
あか

ちゃんが 生
う

まれたことを 市
し

役
やく

所
しょ

に 教
おし

えるときに 使
つか

います。 
 

＊マタニティ
ま た に て ぃ

教
きょう

室
しつ

：お母
かあ

さんや お父
とう

さんに なる人
ひと

や その家族
かぞく

が、 妊
にん

娠
しん

している時
とき

や 赤
あか

ちゃんを

産
う

む時
とき

、赤
あか

ちゃんを 育
そだ

てる時
とき

に 大
たい

切
せつ

な ことを 勉
べん

強
きょう

します。 

 

２．妊婦
にんぷ

健康診査
けんこうしんさ

（健
けん

診
しん

） 

妊娠
にんしん

したら、病 院
びょういん

へ 行
い

って お母
かあ

さんと おなかの 中
なか

の 赤
あか

ちゃんの 体
からだ

を 調
しら

べます。 

病 院
びょういん

に 行
い

くときは、 市
し

役
やく

所
しょ

から もらった 「妊婦
にんぷ

 健康診査
けんこうしんさ

 受 診 票
じゅしんひょう

」を  持
も

って 行
い

きます。 

検査
けんさ

は、 全
ぜん

部
ぶ

で １４回
かい

 できます。 市役所
しやくしょ

が 決
き

めた 検査
けんさ

を 受
う

けるときは、 お金
かね

は いりませ

ん。 
 

●子
こ

どもが 生
う

まれたら すること 

３． 出
しゅっ

生
しょう

届
とどけ

（赤
あか

ちゃんが 生
う

まれたことを 市
し

役
やく

所
しょ

に 知
し

らせること） 

赤
あか

ちゃんが 生
う

まれた日
ひ

から、 １４日
にち

以
い

内
ない

に 市
し

役
やく

所
しょ

に 出 生 届
しゅっしょうとどけ

を 出
だ

します。 お父
とう

さん、 お

母
かあ

さんが 外
がい

国
こく

人
じん

でも 出
だ

します。 お父
とう

さん、 お母
かあ

さんが 結婚
けっこん

している ことが わかる 証明書
しょうめいしょ

と パスポート
ぱ す ぽ ー と

を 持
も

ってきて ください。 分
わ

からない時
とき

は 市民課
し み ん か

に 聞
き

いて ください。お父
とう

さんと 

６． 子
こ

どもについて 
こども子

こ

育
そだ

てサポートセンター
さ ぽ ー と せ ん た ー

  ℡：0942-30-9302 

保健
ほけん

予防課
よ ぼ う か

   ℡：0942-30-9730 学校
がっこう

教育課
きょういくか

   ℡：0942-30-9217 

子
こ

ども保
ほ

育
いく

課
か

  ℡：0942-30-9025  学校
がっこう

保健課
ほ け ん か

   ℡：0942-30-9273 

 



お母
かあ

さんが どちらも 外国人
がいこくじん

のときで、 生
う

まれた 子
こ

どもが ６０日
にち

より 長
なが

く 日本
にほん

に いるとき

は、 子
こ

どもの 「 在 留
ざいりゅう

資格
しかく

」（日
に

本
ほん

に 住
す

むことが できる 資
し

格
かく

）を とります。 子
こ

どもが 生
う

まれ

た日
ひ

から ３０日
にち

以内
いない

に 入 国
にゅうこく

管理局
かんりきょく

に 行
い

きます。  入 国
にゅうこく

管理局
かんりきょく

に 出
だ

す 書類
しょるい

は、 入 国
にゅうこく

管理局
かんりきょく

に 聞
き

いてください。 

４． 子
こ

ども健康診査
けんこうしんさ

 

生
う

まれた 赤
あか

ちゃんが 元
げん

気
き

かどうか、 ときどき 病 院
びょういん

の 医
い

者
しゃ

が  診
み

ます。 お母
かあ

さんは、 赤
あか

ち

ゃんの ことで 心配
しんぱい

なことや、 わからないことを 相
そう

談
だん

する ことが できます。 お知
し

らせの 手紙
てがみ

が 市
し

役
やく

所
しょ

から 郵便
ゆうびん

で 来
き

ます。 お金
かね

は いりません。 
 

検査
けんさ

の 名前
なまえ

 子
こ

どもの 年
とし

 知
し

っておくこと 

乳幼児健康診査
にゅうようじけんこうしんさ

 ・４か月
げつ

 

・１０か月
げつ

 

・１歳
さい

６か月
げつ

 

・３歳
さい

 

・久留米市
く る め し

が 決
き

めた 病 院
びょういん

か、 手紙
てがみ

に書
か

いてある ところ

で 受
う

けます。 

・手
て

紙
がみ

に 入
はい

っている 「健
けん

康
こう

 診
しん

査
さ

 受
じゅ

診
しん

票
ひょう

」を 書
か

いて、

親子
おやこ

（母子
ぼ し

）健康
けんこう

手帳
てちょう

と いっしょに 持
も

って 行
い

きます。 

・１歳
さい

６か月
げつ

と ３歳
さい

の ときは、 子
こ

どもの 歯
は

が 悪
わる

くな

いかどうか 診
み

ます。 

 

５．予防
よぼう

注 射
ちゅうしゃ

        

日本
にほん

では、 子
こ

どもは 生
う

まれると、 いくつかの 大
おお

きな 病気
びょうき

に かからないように 注 射
ちゅうしゃ

をします。 

これを 「予防
よぼう

注 射
ちゅうしゃ

」と いいます。 「予防
よぼう

注 射
ちゅうしゃ

」を すると、 病気
びょうき

に なっても 病気
びょうき

は 軽
かる

く なります。 予防
よぼう

注 射
ちゅうしゃ

は、 市
し

役
やく

所
しょ

が 決
き

めた 病
びょう

院
いん

で します。 予防
よぼう

注 射
ちゅうしゃ

を するときは、 

「親子
おやこ

（母子
ぼ し

）健康
けんこう

手帳
てちょう

」を 持
も

っていきます。 お金
かね

は いりません。 
 

●子
こ

どもを 育
そだ

てるときに もらえる お金
かね

や 助
たす

ける 制度
せいど

 

６．児
じ

童
どう

手
て

当
あて

（子
こ

どもを 育
そだ

てる ための お金
かね

） 

子
こ

どもを 育
そだ

てている 人
ひと

は 申し込み
もう   こ   

をして 市役所
しやくしょ

から 児童
じどう

手当
てあて

（お金
かね

）を もらいます。 

子
こ

どもが、 ２歳
さい

までは 毎
まい

月
つき

 １５,０００円
えん

 もらいます。 ３歳
さい

から １５歳
さい

までは 毎
まい

月
つき

 １０,

０００円
えん

 もらいます。 
 

７．子
こ

ども医療
いりょう

制度
せいど

（子
こ

どもが 病 院
びょういん

に 行
い

くときの お金
かね

を 助
たす

ける 制度
せいど

） 

０歳
さい

から １５歳
さい

までの 子
こ

どもが 病 院
びょういん

に 行
い

くときは、 病
びょう

院
いん

に 払
はら

う お金
かね

が 安
やす

く なりま

す。 制
せい

度
ど

を 使
つか

うときは、 特別
とくべつ

な 証 明 書
しょうめいしょ

が いります。 証 明 書
しょうめいしょ

は、 市
し

役所
やくしょ

で もらいま

す。市
し

役所
やくしょ

に 相談
そうだん

してください。 

 

■保育所
ほいくしょ

・幼稚園
ようちえん

 

小
しょう

学
がっ

校
こう

に 行
い

く 前
まえ

の 子
こ

どもを 預
あず

けることが できます。 お父
とう

さんや お母
かあ

さんの 代
か

わりに 子
こ

どもの 世話
せ わ

をしたり、 勉強
べんきょう

を 教
おし

えたりします。 行
い

くところは お父
とう

さんや お母
かあ

さんが よく 考
かんが

えて   選
えら

びます。 

 

 



８-① 保育所
ほいくしょ

（保育
ほいく

園
えん

） 

保育所
ほいくしょ

（保育
ほいく

園
えん

）は、 お父
とう

さんや お母
かあ

さんが 働
はたら

いているなど、 家
いえ

で 子
こ

どもの 世話
せ わ

が できな

いときに 子
こ

どもを 預
あず

かります。 ０歳
さい

から 小 学 校
しょうがっこう

に 行
い

く 前
まえ

の 子
こ

どもを 預
あず

けることが でき

ます。  

  

８-② 幼稚園
ようちえん

 

幼稚園
ようちえん

は、 遊
あそ

びをしながら 生
せい

活
かつ

や 勉
べん

強
きょう

を する ところです。 3歳
さい

から 小
しょう

学
がっ

校
こう

に 行
い

く 前
まえ

の 子
こ

どもが 行
い

きます。  

■日本
にほん

の学校
がっこう

 

日
に

本
ほん

では、 ４月
がつ

１日
にち

に ６歳
さい

の 子
こ

どもが 小
しょう

学
がっ

校
こう

に 入
はい

ります。 子
こ

どもは、 小
しょう

学
がっ

校
こう

に ６年
ねん

 

行
い

きます。 そのあと、 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に ３年
ねん

 行
い

きます。日本人
にほんじん

の ６歳
さい

から１５歳
さい

の 子
こ

どもを 持
も

つ 

親
おや

は、 子
こ

どもを 学校
がっこう

に 通
かよ

わせ なければなりません。 これを、 義務
ぎ む

教 育
きょういく

と 言
い

います。 小
しょう

学
がっ

校
こう

・ 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の 授
じゅ

業
ぎょう

と 教
きょう

科
か

書
しょ

は、 お金
かね

は いりません。  久留米市
く る め し

では、 住 民
じゅうみん

登録
とうろく

を 

すると、 外国人
がいこくじん

も 日本
にほん

の 小 学 校
しょうがっこう

や 中 学 校
ちゅうがっこう

に 行
い

くことが できます。 わからないときは、 

市
し

役所
やくしょ

の 学校
がっこう

教育課
きょういくか

に 聞
き

いてください。 
 

【子
こ

どもの 年
とし

と 学校
がっこう

の 関係
かんけい

】 

年齢
ねんれい

  

７ 

歳
さい

 

８ 

歳
さい

 

９ 

歳
さい

 

１０ 

歳
さい

 

１１ 

歳
さい

 

１２ 

歳
さい

 

１３ 

歳
さい

 

１４ 

歳
さい

 

１５ 

歳
さい

 

１６ 

歳
さい

 

１７ 

歳
さい

 

１８ 

歳
さい

 

学 校
がっこう

 小 学 校
しょうがっこう

 中 学 校
ちゅうがっこう

 高 校
こうこう

  

学 年
がくねん

 

１ 

年生
ねんせい

 

２ 

年生
ねんせい

 

３ 

年生
ねんせい

 

４ 

年生
ねんせい

 

５ 

年生
ねんせい

 

６ 

年生
ねんせい

 

１ 

年生
ねんせい

 

２ 

年生
ねんせい

 

３ 

年生
ねんせい

 

１ 

年生
ねんせい

 

２ 

年生
ねんせい

 

３ 

年生
ねんせい

 

 

 義務
ぎ む

教 育
きょういく

 
 

 

● 就 学
しゅうがく

 援 助
えんじょ

 制度
せいど

 （子
こ

どもが 学
がっ

校
こう

に 行
い

くときの お金
かね

を 助
たす

ける 制度
せいど

） 

あなたの 子
こ

どもが、 久留米市
く る め し

の 小 学 校
しょうがっこう

や 中 学 校
ちゅうがっこう

に 行
い

くための お金
かね

が 足
た

りないときは、 

お金
かね

を 助
たす

ける 制度
せいど

があります。 「 就 学
しゅうがく

援助
えんじょ

」と いいます。 この お金
かね

は、子
こ

どもが 学
がっ

校
こう

で 

使
つか

う 物
もの

（制服
せいふく

・文具
ぶんぐ

）や、 学
がっ

校
こう

で 食
た

べる 給 食
きゅうしょく

（ごはん）などに 使
つか

います。  

就 学
しゅうがく

援助
えんじょ

を 受
う

け取
と

りたいときは、 市
し

役
やく

所
しょ

の 学
がっ

校
こう

保
ほ

健
けん

課
か

や 学
がっ

校
こう

で、 申
もう

し込
こ

みの 紙
かみ

を 書
か

い

て、 必
ひつ

要
よう

な 書
しょ

類
るい

と 一
いっ

緒
しょ

に 出
だ

します。 わからないときは 学校
がっこう

の 事務
じ む

の 人
ひと

や 市
し

役所
やくしょ

の 

学校
がっこう

保健課
ほけんか

に 聞
き

いてください。 

 

 「 就
しゅう

学
がく

 援
えん

助
じょ

」を もらうことが できる 人
ひと

 

⇒ 収
しゅう

入
にゅう

（ 給
きゅう

料
りょう

などの 生
せい

活
かつ

するための お金
かね

）が 少
すく

ない人
ひと

 など 

 


